
年
四
～
六
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総

生
産
）の
伸
び
率
は
、実
質
二・六
％

（
年
率
）だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、政
府
は

来
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
予
定
通

り
実
施
す
る
だ
ろ
う
。

　

安
倍
内
閣
に
よ
る
経
済
財
政
政
策「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
、金
融
緩
和
、財
政
出
動
、

成
長
力
強
化
の
三
本
の
矢
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、日
銀
に
よ
る
異
次
元
金
融
緩
和

（
国
債
大
量
買
い
取
り
）を
開
始
、大
型
補

正
予
算
が
執
行
さ
れ
、
成
長
力
強
化
の
具

体
策
も
用
意
さ
れ
た
。

　

ま
た
、消
費
税
増
税
に
関
連
し
て
、政
府

は
社
会
保
障
費
の
抑
制
策
を
打
ち
出
す
一

方
、二
〇
一
五
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支
の

赤
字
半
減
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
財
政
再
建

の
道
筋（
中
期
財
政
計
画
）を
示
し
て
い
る
。

　

積
極
的
な
金
融
財
政
政
策
で
、景
気
を

好
転
さ
せ
、
成
長
を
促
し
て
、
懸
案
の「
デ

フ
レ
脱
却
」を
実
現
す
る
。
そ
し
て
経
済
成

長
に
よ
る
税
収
増
で
財
政
不
安
も
払
拭
す

る
──「
こ
の
道
し
か
な
い
」（
安
倍
首
相
）と

い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、一
見
成
功
し
つ
つ
あ

る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

だ
が
、経
済
の
個
々
の
指
標
を
細
か
く
点

検
し
て
い
く
と
、そ
こ
に
は
大
き
な
矛
盾
が

あ
る
。
第
一
は
、日
銀
の
超
金
融
緩
和
。
日

銀
が
市
場
の
国
債
を
大
量
に
買
い
取
り
、金

融
機
関
に
よ
る
銀
行
貸
し
出
し
を
増
や
す

方
策
だ
が
、デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、新
規
貸

し
出
し
は
多
少
増
え
た
程
度
。
そ
の
大
半

は
非
製
造
業
、特
に
不
動
産
関
連
、個
人
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
中
心
だ
。
マ
ネ
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
を
二
倍
に
す
る
超
緩
和
策
も
、実
態

は
日
銀
当
座
預
金
に
緩
和
マ
ネ
ー
が
滞
留

す
る「
空
回
り
」が
続
い
て
い
る
。

　

第
二
に
足
元
の
景
気
は
ど
う
か
。
確
か

に
プ
ラ
ス
成
長
だ
が
、こ
れ
は
大
型
補
正
予

算
の
執
行
が
大
き
く
寄
与
し
た
ほ
か
、
円

安
に
よ
る
輸
出
増
な
ど
が
大
き
い
。
要
は
、

財
政
出
動
で
政
府
が
お
金
を
ば
ら
ま
い
た

結
果
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
株
高
」と「
円
安
」が
進
み
、企
業
業
績

が
一
部
改
善
し
た
の
は
事
実
だ
が
、そ
れ
が

企
業
の
生
産
、投
資
の
増
大
に
つ
な
が
る
民

間
の
好
循
環
は
ま
だ
ま
だ
弱
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

統
計
で
も
、企
業
の
設
備
投
資
は
マ
イ
ナ
ス

が
続
く
。
一
方
、家
計
は
ど
う
か
。
雇
用
者

報
酬
が
伸
び
な
い
な
か
、円
安
に
よ
る
輸
入

イ
ン
フ
レ
で
物
価
高
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。

　

増
税
と
リ
ン
ク
す
る
財
政
再
建
策
も
、

そ
の
実
現
性
に
は
大
い
に
疑
問
符
が
つ
く
。

目
標
年
度
ま
で
の
成
長
率
を
高
め（
年
平
均

実
質
二・一
％
）に
設
定
し
て
、達
成
し
や
す

い
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
る
か
ら
だ
。

　

実
際
、二
〇
一
四
年
度
予
算
で
は
、一
般

歳
出
の
総
額
に
明
確
な
数
値
上
限
は
設
け

ず
、今
後
の
予
算
編
成
が
ど
う
な
る
か
は
、

か
な
り
流
動
的
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
機
動

的
な
財
政
出
動
を
謳
う
以
上
、一
般
的
な
歳

出
削
減
策
は
取
り
づ
ら
い
。
緊
縮
型
予
算

を
組
む
の
は
、景
気
の
足
を
引
っ
張
り
か
ね

な
い
か
ら
だ
。

　

と
な
る
と
、
今
後
増
税
に
向
か
う
と
し

て
も
、景
気
回
復
の
実
態
が「
財
政
」と「
円

安
」要
因
だ
け
で
は
、心
も
と
な
い
。
大
型

補
正
の
効
果
が
一
巡
す
る
今
年
末
ご
ろ
に

は
、財
政
面
か
ら
の
刺
激
が
再
度
必
要
に
な

る
。「
住
宅
」関
連
需
要
も
、増
税
後
に
は
大

き
な
反
動
減
に
見
舞
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

と
す
れ
ば
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
今
後
の
選

択
肢
は
、お
の
ず
と
限
ら
れ
る
。
公
共
事
業

な
ど
の
財
政
刺
激
策
を
継
続
し
て
、民
間
の

投
資
や
消
費
が
回
復
す
る
の
を
じ
っ
と
待
つ

し
か
な
い
。
自
民
党
が
掲
げ
る「
国
土
強
靭

化
計
画
」な
ど
の
公
共
事
業
拡
大
策
は
、そ

の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
プ
ラ
ン
と
も
言
え
る
。

　

増
税
は
実
行
す
る
も
の
の
、財
政
健
全

化
よ
り
景
気
回
復
と
経
済
成
長
を
優
先
さ

せ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
一
見
華
々
し
い
が
、

成
長
の
中
身
や
景
気
の
実
態
を
よ
く
点
検

し
な
い
と
、先
々
を
見
誤
る
。

　

株
や
土
地・
住
宅
関
連
の
バ
ブ
ル
は
起

こ
っ
て
も
、実
体
経
済
は
輸
出
関
連
の
一
部

の
産
業
や
企
業
が
潤
う
だ
け
で
、
広
く
波

及
し
な
い
。
政
府
日
銀
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は

二
％
の
物
価
上
昇
だ
が
、円
安
に
よ
る
輸
入

物
価
の
上
昇
が
先
行
し
、そ
れ
に
見
合
う

家
計
の
所
得
増
加
が
伴
っ
て
い
な
い
。
当

然
、家
計
負
担
は
増
大
し
、株
高
な
ど
で
潤

う
富
裕
層
と
中
低
所
得
層
の「
格
差
」が
さ

ら
に
拡
大
す
る
。

　

一
九
九
七
年
の
消
費
税
引
き
上
げ（
三
％

→
五
％
）は
、
金
融
危
機
も
影
響
し
て
、そ

の
後
の
景
気
失
速
を
招
い
た
。
そ
の
教
訓

を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
は
来
春
ま
で
に
景

気
刺
激
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
打
ち

出
す
だ
ろ
う
。
大
型
補
正
予
算
は
そ
の
一
例

に
す
ぎ
な
い
。

　

だ
が
、せ
っ
か
く
増
税
し
て
も
、そ
の
た

め
に
財
政
膨
張
が
進
め
ば
、何
の
た
め
の
増

税
か
が
問
わ
れ
よ
う
。
政
府
の
借
金（
国
債

な
ど
）は
、六
月
末
で
一
、〇
〇
〇
兆
円
を
超

え
た
。
九
七
年
以
降
、
歴
代
政
府
が
掲
げ

た
財
政
再
建
目
標
は
い
ず
れ
も
達
成
さ
れ

て
い
な
い
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、増
税
と
財
政
肥
大
化

の
、い
つ
か
来
た
道
を
た
ど
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
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今
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